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は
じ
め
に

　
稿
者

は
数
年
前
か
ら
『
明
日
香
井
集
」
を
順
次
読
み
進
め
る
作
業
を
行
っ
て

お
り
、
既
に
い
く
つ
か
の
論
考
を
発
表
し
た
（
注
一
）
。
本
稿
で
は
、
『
百
首
和

歌
　
建
仁
二
年
八
月
廿
五
日
』
（
『
明
日
香
井
集
』
二
九
四
～
三
八
〇
）
を
読
み
、

そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

『
百
首
和
歌
　
建
仁
二
年
八
月
廿
五
日
』
（
以
下
、
本
百
首
）
は
雅
経
に
と
っ

て
、
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
六
月
頃
詠
進
し
た
と
考
え
ら
れ
る
後
鳥
羽
院
第

三
度
百
首
（
後
に
結
番
さ
れ
『
千
五
百
番
歌
合
』
と
な
る
）
に
続
く
定
数
歌
で

あ
る
。
た
だ
し
、
本
百
首
の
雅
経
以
外
の
詠
進
者
が
管
見
に
入
ら
な
い
こ
と
、

本
百
首
中
の
三
首
が
家
集
内
に
重
出
し
て
い
る
三
二
八
・
三
五
八
が
『
釈
阿

九
十
賀
屏
風
和
歌
」
と
、
三
一
九
が
『
院
百
首
　
建
保
四
年
』
と
重
複
し
て
い

る
）
こ
と
を
考
え
る
と
、
私
的
な
作
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
本
百
首
か
ら
は
三
首
が
勅
撰
集
に
入
集
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
三
〇
三
が

『
新
勅
撰
集
』
（
巻
一
九
、
雑
四
、
二
二
〇
七
、
詞
書
「
題
し
ら
ず
」
）
、
三
一
八

が

『
続
後
拾
遺
集
」
（
巻
三
、
夏
、
一
七
六
、
同
「
和
歌
所
に
て
釈
阿
に
九
十

賀
た
ま
は
せ
け
る
時
の
屏
風
に
」
）
、
三
四
四
が
『
新
古
今
集
』
（
巻
五
、
秋
下
、

四
八

三
、
同
「
儒
衣
の
心
を
」
）
で
、
三
四
四
は
『
百
人
一
首
」
に
も
採
ら
れ

て
い
る
。

本
百
首
の
構
成
は
、
春
二
〇
首
（
二
九
四
～
三
二
二
）
・
夏
一
五
首
（
二
＝
四

～
三
二
八
）
・
秋
二
〇
首
（
三
二
九
～
三
四
八
）
・
冬
一
五
首
（
三
四
九
～
三
六

三
）
・
恋
一
〇
首
（
三
六
四
～
三
七
三
）
・
雑
二
〇
首
（
三
七
四
～
三
八
〇
）
で

あ
る
。
た
だ
し
、
雑
は
七
首
し
か
現
存
し
て
お
ら
ず
、
本
百
首
の
実
数
は
八
七

首
で
あ
る
。

　
本
百
首
に
は
、
本
歌
取
詠
と
歌
枕
詠
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
百
首
以

前
の
雅
経
の
定
数
歌
同
様
、
新
し
い
表
現
等
を
用
い
た
歌
が
少
な
か
ら
ず
存
し
、

逆
に

雑
歌
は
本
百
首
以
前
の
雅
経
の
定
数
歌
と
大
き
く
異
な
り
述
懐
歌
が
多
い
、

と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
四
点
を
中
心
に
検
討
し
た
い
。

一

、
本
歌
取
詠

　
本
百
首
に
は
、
本
歌
取
詠
は
三
一
首
あ
る
。
稿
者
が
既
に
調
査
し
た
雅
経
の

定
数
歌
に
お
け
る
本
歌
取
詠
は
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
の
『
正
治
後
度
百

首
』
二
一
首
、
建
仁
元
年
二
月
の
『
老
若
五
十
首
歌
合
』
一
四
首
、
『
千
五
百

番
歌
合
』
三
三
首
と
な
っ
て
い
る
。
本
百
首
が
八
七
首
し
か
な
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
割
合
に
お
い
て
『
千
五
百
番
歌
合
』
以
上
の
多
さ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

こ
の
四
作
で
言
え
ば
詠
作
年
次
が
下
る
に
つ
れ
て
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
本
百
首
に
お
け
る
本
歌
取
詠
の
特
徴
を
い
く
つ
か
指
摘
し
た
い
。
ま
ず
、
三

一
首
中
、
『
古
今
集
』
を
本
歌
と
す
る
歌
が
一
八
首
あ
り
、
過
半
数
を
占
め
て

一
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い

る
。
そ
の
ほ
か
の
勅
撰
集
は
、
『
拾
遺
集
』
・
『
後
拾
遺
集
』
・
『
金
葉
集
』
・

『
詞
花
集
』
が
各
一
首
で
あ
り
、
『
古
今
集
』
が
突
出
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
本
歌
取
詠
が
四
季
歌
に
多
い
。
す
な
わ
ち
、
春
六
首
、
夏
七
首
、

秋

＝
首
、
冬
四
首
、
恋
一
首
、
雑
二
首
で
、
特
に
秋
歌
に
多
く
、
夏
歌
が
こ

れ
に

続
く
。

　
第
三
に
、
雅
経
の
本
歌
取
は
、
本
歌
を
取
り
す
ぎ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
既

に

多
く
の
指
摘
が
あ
る
（
注
二
）
が
、
本
百
首
に
お
い
て
は
、
取
り
す
ぎ
と
思

わ
れ
る
歌
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
数
は
比
較
的
少
な
く
、
七
首
に
と
ど
ま

る
。　

以
下
、
何
首
か
を
取
り
あ
げ
て
み
た
い
。
は
じ
め
の
二
首
は
本
歌
を
取
り
す

ぎ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
で
あ
る
。

三
一
八
　
ひ
と
こ
ゑ
も
い
つ
ち
は
よ
は
の
ほ
と
と
ぎ
す
ま
つ
か
と
す
れ
ば
あ

　
く
る
し
の
の
め

　
（
『
明
日
香
井
集
』
＝
二
三
と
重
複
　
第
二
句
「
い
づ
ら
は
よ
は
の
」
・

　
『
続
後
拾
遺
集
』
巻
三
、
夏
、
一
七
六
　
和
歌
所
に
て
釈
阿
に
九
十
賀
た

　
ま
は
せ
け
る
時
の
屏
風
に
　
第
二
句
同
右
）
（
注
三
）

　
夏
の
夜
の
ふ
す
か
と
す
れ
ば
郭
公
な
く
ひ
と
こ
ゑ
に
あ
く
る
し
の
の
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
古
今
集
』
巻
三
、
夏
、
一
五
六
、
紀
貫
之
）

　
当
該
歌
・
本
歌
と
も
夏
歌
で
あ
り
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
を
題
材
と
し
、
夏
の

短
夜
を
詠
ん
で
い
る
点
も
土
ハ
通
し
て
い
る
。
し
い
て
い
え
ば
、
本
歌
が
、
横
に

な
っ
た
か
と
思
う
と
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
が
聞
こ
え
、
早
く
も
夜
が
明
け
始
め
る
、

と
い
う
事
柄
の
列
挙
で
あ
る
の
に
対
し
、
当
該
歌
は
、
ま
ず
ほ
と
と
ぎ
す
の
一

声

を
耳
に
し
、
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
と
思
っ
て
待
と
う
と
し
て
い
る
う
ち
に
夜

が

明
け
始
め
る
と
い
う
内
容
で
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
を
求
め
る
気
持
が
よ
り
強

く
感
じ
ら
れ
る
点
に
違
い
が
あ
ろ
う
か
。
本
百
首
詠
作
翌
年
の
『
釈
阿
九
十
賀

屏
風
和
歌
』
に
含
め
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
あ
る
程
度
自
信
の
あ
る
作
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
勅
撰
集
入
集
も
果
た
し
て
い
る
。

三
二
三

あ
ま
の
か
る
も
に
か
す
む
て
ふ
わ
れ
か
ら
の
ね
を
だ
に
な
か
ぬ
な

　
つ
む
し
の
か
げ

　
あ
ま
の
か
る
も
に
す
む
む
し
の
我
か
ら
と
ね
を
こ
そ
な
か
め
世
を
ば
う
ら

　
み

じ
　
　
　
　
　
（
『
古
今
集
』
巻
一
五
、
恋
五
、
八
〇
七
、
藤
原
直
子
）

　

こ
の
歌
も
、
用
語
の
面
で
は
取
り
す
ぎ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本

歌
の
恋
歌
を
夏
歌
に
し
て
い
る
点
、
上
三
句
は
序
詞
で
、
本
歌
で
「
藻
に
住
む

虫
」
と
歌
わ
れ
る
「
わ
れ
か
ら
」
か
ら
、
蛍
と
思
わ
れ
る
「
夏
虫
」
に
主
題
を

転

じ
て
い
る
点
に
工
夫
が
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
一
見
取
り
す
ぎ
と
思
わ

れ

る
中
に
も
配
慮
の
見
ら
れ
る
歌
が
存
す
る
。

　
次
に
主
題
を
巧
み
に
転
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
二
首
を
取
り
あ
げ
る
。

三
一
七
ゆ
き
ま
よ
り
ほ
の
見
し
野
辺
の
夏
も
な
ほ
む
す
ぼ
ほ
れ
た
る
風
の

　
し
た
草

　
み

よ
し
の
は
は
る
の
け
し
き
に
か
す
め
ど
も
む
す
ぼ
ほ
れ
た
る
ゆ
き
の
し

　
た
く
さ
　
　
　
　
　
　
（
『
後
拾
遺
集
』
巻
一
、
春
上
、
一
〇
、
紫
式
部
）

　
本
歌
の
ま
だ
雪
の
残
る
早
春
の
景
を
、
夏
に
変
え
て
い
る
。
本
歌
で
雪
に
覆

わ
れ
て
結
ぼ
お
れ
て
い
た
草
が
、
夏
も
や
は
り
暑
い
風
に
さ
ら
さ
れ
て
し
お
れ

て
い

る
様
を
詠
む
。
本
歌
の
寒
さ
と
当
該
歌
の
暑
さ
と
の
対
比
が
明
瞭
で
、
過

酷

な
自
然
環
境
の
中
に
生
き
る
草
の
け
な
げ
さ
が
感
じ
ら
れ
る
作
で
あ
る
。

「
風
の
下
草
」
は
他
に
用
例
が
見
ら
れ
ず
、
雅
経
独
自
の
表
現
か
と
思
わ
れ
る
。

一
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「
下
草
」
は
、
木
の
下
な
ど
物
陰
に
生
え
て
い
る
草
の
意
で
あ
る
が
、

は
風
に
吹
か
れ
て
い
る
草
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で

三

二
一
五
月
雨
に
お
り
た
つ
た
こ
の
み
つ
か
ら
も
ほ
し
あ
へ
ぬ
ま
で
さ
な

　
へ
と
る
そ
で

　
袖
ぬ
る
る
こ
ひ
ぢ
と
か
つ
は
知
り
な
が
ら
下
り
立
つ
田
子
の
み
つ
か
ら
ぞ

　
う
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
源
氏
物
語
』
葵
巻
、
六
条
御
息
所
）

　
六
条
御
息
所
歌
は
、
冷
淡
な
源
氏
と
の
恋
に
苦
し
む
我
が
身
を
嘆
く
も
の
で
、

田
子
は
自
身
の
比
喩
で
あ
る
。
一
方
、
当
該
歌
は
四
季
詠
で
、
自
分
を
田
子
で

あ
る
と
仮
定
し
、
五
月
雨
の
中
、
袖
を
濡
ら
し
て
早
苗
を
取
る
様
を
詠
ん
で
お

り
、
内
容
は
大
き
く
異
な
る
。
以
前
、
雅
経
の
『
源
氏
物
語
』
受
容
を
扱
っ
た

拙
稿
（
注
四
）
に
、
こ
の
例
が
漏
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
指
摘
さ
せ
て
い
た

だ
く
。三

〇
〇
　
も
も
ち
ど
り
さ
へ
づ
り
く
ら
す
春
の
日
を
も
の
う
か
る
ね
に
う
ち

　
な
が
め
つ
つ

　
春

た
て
ど
花
も
に
ほ
は
ぬ
山
ざ
と
は
も
の
う
か
る
ね
に
鶯
ぞ
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
古
今
集
』
巻
一
、
春
上
、
一
五
、
在
原
棟
梁
）

　
も
も
ち
ど
り
さ
へ
つ
る
春
は
物
ご
と
に
あ
ら
た
ま
れ
ど
も
我
ぞ
ふ
り
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
、
二
八
、
よ
み
人
知
ら
ず
）

　
本
百
首
に

お
い
て
、
二
首
を
本
歌
と
し
て
い
る
唯
一
の
例
で
あ
る
。
「
も
も

ち
ど
り
」
に
は
、
『
俊
頼
髄
脳
』
な
ど
に
よ
る
と
、
多
く
の
鳥
の
意
と
、
鶯
の

意

と
が
あ
る
。
当
該
歌
は
、
い
ず
れ
の
意
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、

本
百
首
の
二
九
七
番
歌
に
既
に
鴬
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
ろ

い

う
な
鳥
の
意
か
。
『
古
今
集
」
一
五
番
歌
で
、
春
に
な
っ
て
も
花
が
咲
か
な

い

が

ゆ
え
に
山
里
で
は
「
も
の
う
か
る
ね
」
で
鶯
が
鳴
く
と
詠
む
の
に
対
し
、

当
該
歌
で
は
、
作
者
が
い
ろ
い
ろ
な
鳥
の
鳴
き
声
を
物
憂
い
声
と
し
て
聞
い
て

い

る
と
い
う
内
容
で
、
普
通
な
ら
心
が
浮
き
立
つ
で
あ
ろ
う
春
の
鳥
た
ち
の
声

に

も
物
思
い
が
晴
れ
な
い
心
境
を
詠
む
。
『
古
今
集
』
二
八
番
歌
は
、
新
年
を

迎

え
る
と
す
べ
て
の
も
の
は
改
ま
る
が
、
自
分
だ
け
は
年
齢
を
一
つ
重
ね
て
老

い

古
び

て
い

く
、
と
詠
む
。
本
歌
二
首
・
当
該
歌
と
も
春
歌
で
、
晴
れ
晴
れ
と

し
な
い
内
容
で
あ
る
点
は
共
通
す
る
が
、
歌
の
主
題
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
さ
へ
づ
り
く
ら
す
」
と
い
う
表
現
は
、
当
該
歌
の
ほ
か
に
は
長
承
三

年

（
一
＝
二
四
）
末
頃
の
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
に
お
け
る
源
仲
正
の
詠
に
見

ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　
以
上
、
数
多
い
本
歌
取
詠
の
一
部
を
示
す
こ
と
し
か
で
き
な
い
が
、
本
歌
の

語
句
を
取
り
す
ぎ
て
い
る
歌
は
比
較
的
少
な
い
上
、
語
句
は
取
り
す
ぎ
と
思
わ

れ

て

も
内
容
等
に
工
夫
の
見
ら
れ
る
作
が
多
い
。
勅
撰
集
歌
を
本
歌
と
す
る
二

二
首
の
う
ち
、
本
歌
と
同
一
の
季
節
で
詠
む
作
が
こ
こ
に
示
し
た
ほ
か
に
も
三

首
見

ら
れ
る
も
の
の
、
主
題
を
巧
み
に
転
じ
て
い
る
。
そ
れ
ら
以
外
に
も
、
本

歌
の
内
容
を
大
き
く
転
じ
て
い
る
作
が
比
較
的
多
く
、
本
歌
と
は
異
な
っ
た
和

歌
世
界
を
構
築
し
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

二
、
歌
枕
詠

　
次
に
歌
枕
詠
を
取
り
あ
げ
る
。
本
百
首
に
お
け
る
歌
枕
詠
は
二
八
首
あ
る
。

比
較
の
た
め
調
査
済
み
の
定
数
歌
三
作
の
数
値
を
示
す
と
、
『
正
治
後
度
百
首
」

二
四
首
、
『
老
若
五
十
首
歌
合
』
一
〇
首
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
三
〇
首
で
あ
る
。

本
歌
取
詠
同
様
、
四
季
歌
に
多
い
。
す
な
わ
ち
、
春
一
〇
首
、
夏
四
首
、
秋
四

首
、
冬
五
首
、
恋
三
首
、
雑
二
首
で
あ
る
。
本
歌
取
詠
で
は
秋
歌
が
最
も
多
か
っ

（29）
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た
の
に
対
し
、
歌
枕
詠
で
は
春
歌
が
多
く
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
意
識
が
あ
っ
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
詠

ま
れ
た
歌
枕
の
地
域
を
見
る
と
、
畿
内
の
歌
枕
を
詠
ん
だ
作
が
一
九
首
と

多
い
。
そ
の
内
訳
は
、
大
和
国
が
一
〇
首
で
、
一
首
に
二
箇
所
詠
ん
だ
歌
が
二

首
、
ま
た
、
吉
野
を
詠
ん
だ
作
が
四
首
あ
り
、
箇
所
数
は
九
と
な
る
。
次
い
で

多
い
の
は
山
城
国
を
詠
ん
だ
五
首
で
、
石
田
の
小
野
と
大
原
が
二
度
ず
つ
詠
ま

れ

て
い

る
の
で
、
箇
所
数
は
三
で
あ
る
。
摂
津
は
二
首
（
二
箇
所
）
、
紀
伊
と

近
江

が
一
首
ず
つ
で
あ
る
。
畿
内
以
外
で
は
陸
奥
国
が
最
も
多
く
、
四
首
（
四

箇
所
）
、
次
い
で
駿
河
国
二
首
（
二
箇
所
）
、
信
濃
・
相
模
・
越
前
各
一
首
で
あ

る
。　

本
百
首
の
歌
枕
詠
は
、
内
容
面
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
枕
の
伝
統
的
な
詠
み
方

を
踏
襲
し
た
作
が
多
い
が
、
新
し
い
要
素
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
見

ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
中
心
に
見
て
み
た
い
。

三
〇
一
す
る
が
な
る
た
こ
の
う
ら
な
み
う
ら
な
れ
て
は
る
は
灘
鎌
購
の
た

　

た
ぬ
日
ぞ
な
き

　
す
る
が
な
る
た
こ
の
浦
浪
た
た
ぬ
ひ
は
あ
れ
ど
も
君
を
こ
ひ
ぬ
日
は
な
し

　
　
　
　
　
　
（
『
古
今
集
』
巻
＝
、
恋
一
、
四
八
九
、
よ
み
人
し
ら
ず
）

　
古
今
歌
の
本
歌
取
で
、
や
や
本
歌
を
取
り
す
ぎ
て
い
る
が
、
恋
歌
を
四
季
歌

に

詠
み

換

え
、
本
歌
で
浦
波
が
た
た
な
い
日
が
あ
る
、
と
す
る
の
を
、
春
は
霞

が

立

た
な
い
日
は
な
い
、
と
転
じ
る
。
「
田
子
の
浦
」
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
こ

と
が
多
い
の
は
、
「
波
」
「
あ
ま
」
「
も
し
ほ
」
な
ど
で
あ
っ
て
、
当
該
歌
で
も

「
波
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、
当
該
歌
に
は
「
霞
」
も
詠
ま
れ
て
い

る
が
、
当
該
歌
以
前
に
詠
ま
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
、
田
子
の
浦
と
霞
と
を
取

り
合
わ
せ
た
作
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
で
検
索
す
る
限
り
六
首
し
か
な
く
、
当

該
歌
以
後
の
作
例
の
方
が
多
い
。

三
二
四

　
な
つ
く
れ
ば
こ
ず
ゑ
を
し
げ
み
葉
が
く
れ
て
縷
鱗
の
な
く
ね
は
お

　
ほ
あ
ら
き
の
も
り

　

こ
の
歌
は
『
源
氏
物
語
』
中
の
「
空
蝉
の
羽
に
お
く
露
の
木
が
く
れ
て
し
の

び

し
の
び
に
ぬ
る
る
袖
か
な
」
（
空
蝉
巻
、
空
蝉
）
を
受
容
し
て
詠
ま
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
（
注
五
）
。
「
大
荒
木
の
杜
」

と
と
も
に
詠
ま
れ
る
素
材
は
「
下
草
」
が
多
く
、
動
物
で
は
「
時
鳥
」
が
散
見

さ
れ
る
が
、
「
蝉
」
と
の
取
り
合
わ
せ
は
当
該
歌
以
外
に
は
な
い
。
当
該
歌
よ

り
後
の
、
『
影
供
歌
合
　
建
仁
三
年
六
月
』
に
お
け
る
源
通
光
の
作
に
「
ひ
ぐ
ら

し
」
と
の
取
り
合
わ
せ
は
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
当
該
歌
で
は
「
大
荒
木
」
に

「
多
」
を
か
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
掛
詞
も
少
な
く
、
当
該
歌
以
前

の

作
例
は
次
の
二
首
の
み
と
思
わ
れ
る
。

お
し
な
べ
て
み
な
色
色
に
み
ゆ
る
か
な
も
み
ち
す
る
き
や
お
ほ
あ
ら
き
の

も
り
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
三
六
三
、
藤
原
為
忠
）

暮
れ

て
行
く
秋
の
名
残
は
お
ほ
あ
ら
き
の
森
の
梢
に
あ
り
明
の
月

（『
老
若
五
十
首
歌
合
』
二
七
八
、
後
鳥
羽
院
・
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
一
一
二
六
）

特
に
後
者
は
、
雅
経
自
身
も
参
加
し
た
『
老
若
五
十
首
歌
合
』
に
お
け
る
作
で

あ
り
、
雅
経
が
後
鳥
羽
院
歌
か
ら
学
ん
だ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

三
六
〇
　
ち
ど
り
な
く
さ
ほ
の
か
は
ら
の
か
は
か
ぜ
に
嚢
鱗
懸
灘
わ
た
る
あ

　
り
あ
け
の
月

　
千
鳥
な
く
さ
ほ
の
か
は
ら
に
懇
懸
灘
て
と
も
ま
ど
は
さ
ぬ
有
明
の
月

一
（30）一
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』
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表
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し
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現

飛鳥井雅経の「百首和歌　建仁二年八月廿五日』詠20

　

「
霧
」
は
佐
保
川
の
主
要
な
景
物
で
あ
る
が
、
そ
の
霧
が
晴
れ
る
と
詠
む
の

は
管
見
で
は
こ
の
二
首
の
み
で
あ
る
。
こ
の
慈
円
歌
も
『
老
若
五
十
首
歌
合
』

中
の
一
首
で
、
雅
経
歌
は
こ
の
歌
を
念
頭
に
詠
ま
れ
た
か
。
慈
円
歌
は
、
「
ゆ

ふ

さ
れ
ば
さ
ほ
の
か
は
ら
の
河
ぎ
り
に
友
ま
ど
は
せ
る
千
鳥
な
く
な
り
」
（
『
拾

遺
集
』
巻
四
、
冬
、
二
三
八
、
紀
友
則
）
を
本
歌
と
す
る
と
思
わ
れ
、
「
有
明

の

月
」
と
い
う
新
た
な
要
素
が
加
え
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
内
容
は
友
則
歌

を
反
転
さ
せ
た
作
で
あ
ろ
う
。
当
該
歌
は
、
用
語
の
面
で
は
慈
円
の
作
と
多
く

が
共
通
す
る
も
の
の
、
川
風
を
配
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
川
風
に
よ
っ
て
霧

が
晴
れ
渡
り
、
く
っ
き
り
と
姿
を
現
し
た
有
明
の
月
の
印
象
が
鮮
明
で
あ
る
。

　
雅
経

は
、
生
涯
に
京
都
と
鎌
倉
と
を
、
現
在
確
認
で
き
る
限
り
四
回
往
復
し

て

お
り
、
四
度
目
の
下
向
の
際
に
詠
ま
れ
た
歌
群
に
つ
い
て
稿
者
は
検
討
し
た

こ
と
が
あ
る
（
注
六
）
。
ま
た
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
雑
歌
は
鶉
旅
歌
に
統
一

さ
れ
て
お
り
、
『
老
若
五
十
首
歌
合
』
に
お
い
て
も
雑
歌
に
羅
旅
歌
が
多
い
な

ど
、
雅
経
和
歌
の
特
徴
の
一
つ
を
覇
旅
歌
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
雅

経
自
身
、
羅
旅
歌
に
独
自
性
を
示
そ
う
と
の
意
識
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
本
百
首
に
お
け
る
歌
枕
詠
に
、
旅
に
お
け
る
体
験
を
反
映
し
て

い

る
か
と
思
わ
れ
る
も
の
は
な
い
。
む
ろ
ん
、
露
旅
歌
と
歌
枕
詠
と
は
同
一
で

は
な
い
が
、
本
百
首
に
お
い
て
雅
経
に
は
、
自
身
の
旅
の
経
験
を
生
か
し
て
作

歌
す
る
こ
と
に
独
自
性
を
示
そ
う
と
の
意
識
は
あ
ま
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
む

し
ろ
そ
の
詠
み
ぶ
り
か
ら
判
断
す
る
と
、
伝
統
に
則
っ
た
歌
枕
詠
法
を
習
得
し

つ

つ
、

そ
こ
に
新
た
な
要
素
を
加
え
、
自
身
の
作
歌
領
域
を
拡
大
し
よ
う
と
の

意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
雅
経
が
流
行
表
現
や
新
し
い
表
現
に
敏
感
で
あ
り
、
ま
た
、
独
自
の
表
現
を

用
い
て
い
る
こ
と
は
既
に
何
度
か
指
摘
し
た
（
注
七
）
。
本
百
首
に
も
そ
れ
ら

は

延
べ
一
七
例
見
ら
れ
る
。
内
訳
は
、
流
行
表
現
三
例
、
新
し
い
表
現
一
例
、

珍

し
い
表
現
七
例
、
独
自
表
現
六
例
で
あ
る
。
第
一
節
に
お
い
て
、
「
さ
へ
づ

り
く
ら
す
」
（
三
〇
〇
）
、
「
風
の
下
草
」
（
二
＝
七
）
に
つ
い
て
は
指
摘
し
た
の

で
、
そ
れ
以
外
の
例
を
示
し
た
い
。

三
〇
二
　

な
が
め
わ
び
ぬ
春
の
か
す
み
に
い
る
月
の
お
ぼ
ろ
け
に
や
は
有
明

　
の
そ
ら

　

「
な
が
め
わ
び
ぬ
」
を
初
句
に
置
く
例
は
新
古
今
時
代
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
（
注
八
）
、
以
後
多
用
さ
れ
て
い
る
。
誰
の
作
が
初
出
で
あ
る
か
は
確
認

で

き
な
い
が
、
新
古
今
歌
人
で
は
、
慈
円
・
家
隆
・
後
鳥
羽
院
に
各
二
例
、
俊

成
・
定
家
・
式
子
内
親
王
に
各
一
例
作
例
が
あ
る
。
新
し
い
表
現
で
あ
る
と
と

も
に
、
新
古
今
時
代
の
流
行
表
現
で
も
あ
る
。
単
に
「
な
が
む
」
と
い
う
よ
り

も
、
よ
り
物
思
い
の
深
さ
を
表
出
し
う
る
表
現
と
し
て
、
好
ま
れ
た
の
で
は
な

い

だ
ろ
う
か
。

三
二
八
　
み

そ
ぎ
が
は
河
な
み
し
げ
く
た
ち
ま
よ
ひ
な
つ
は
な
ご
し
の
け
ふ

　
の
夕
暮

　

「
立
ち
迷
ふ
」
と
い
う
語
は
、
『
岩
波
古
語
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
「
（
霞
・
霧
・

煙

な
ど
が
）
立
ち
の
ぼ
っ
て
た
だ
よ
う
。
あ
た
り
を
去
ら
ず
立
ち
こ
め
る
。
」

の

意
。
こ
の
語
を
波
に
用
い
た
の
は
、
当
該
歌
が
最
初
と
思
わ
れ
る
。
波
が

（31）
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「
立

つ
」

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
波
に
応
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
人
々
が

み

そ
ぎ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
波
が
絶
え
間
な
く
立
ち
、
水
の
流
れ
が
乱
れ
て

い

る
状
態
を
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
本
来
の
義
と
は
い
さ
さ
か
ず
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
当
該
歌
以
後
に
「
立
ち
迷
ふ
」
と
「
波
」
を
取

り
合
わ
せ
た
作
例
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
た
ち
ま
よ
ふ
波
と
か

す
み
の
た
え
間
よ
り
雲
井
に
み
ゆ
る
海
橋
立
」
（
『
最
勝
四
天
王
院
和
歌
』
二
二

〇
、
藤
原
秀
能
）
の
よ
う
に
、
波
と
霞
や
霧
・
雲
と
の
両
方
に
「
立
ち
迷
ふ
」

が
か
か

る
用
法
で
あ
る
。

三
七
一
き
え
か
へ
り
お
つ
る
な
み
だ
の
た
ま
の
を
の
た
え
ぬ
と
か
い
は
ん

　
袖
の
み
だ
れ
に

　
わ
り
な
き
は
心
の
外
に
お
く
露
を
袖
の
み
だ
れ
に
か
く
る
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『
公
任
集
』
三
一
九
）

　

「
袖
の
乱
れ
」
は
、
当
該
歌
以
前
に
は
こ
の
公
任
歌
以
外
に
見
ら
れ
ず
、
後

代
に
も
二
例
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
珍
し
い
表
現
で
あ
る
。
袖
に
涙
の
玉
が

乱
れ
散
っ
て
い
る
様
を
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
以
外
に
は
、
流
行
表
現
に
「
霞
の
袖
」
（
三
〇
七
）
、

「
を
か
の
べ
の
里
」
（
三
五
〇
）
、
新
し
い
表
現
に
「
月
な
ら
ぬ
」
（
三
六
八
）
、

珍
し
い
表
現
に
「
ゆ
く
へ
に
ま
よ
ふ
」
（
三
三
九
）
、
「
そ
ら
よ
り
か
は
る
」
（
三

四
六
）
、
「
く
も
る
し
ぐ
れ
」
（
三
五
五
）
、
「
わ
が
み
あ
さ
ま
」
（
三
六
五
）
、
「
せ

れ
ふ

の
た

に
」
（
三
七
七
）
、
独
自
表
現
に
「
は
る
る
こ
の
は
」
（
三
五
五
）
、

「
つ
き
せ
ぬ
い
ろ
」
（
三
五
六
）
、
「
し
ば
し
の
あ
と
」
（
三
七
二
）
、
「
心
な
ら
は

す
」
（
三
七
四
）
が
あ
る
。
調
査
済
み
の
三
作
で
は
、
『
正
治
後
度
百
首
』
が
流

行
表
現
二
二
例
、
独
自
表
現
六
例
、
『
老
若
五
十
首
歌
合
』
が
流
行
表
現
一
〇

例
、
独
自
表
現
四
例
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
が
流
行
表
現
一
〇
例
、
独
自
表
現

一
例
と
な
っ
て
お
り
、
『
正
治
後
度
百
首
』
・
『
老
若
五
十
首
歌
合
』
に
比
し
て
、

『
千
五
百
番
歌
合
』
・
本
百
首
で
は
幾
分
減
少
し
て
は
い
る
も
の
の
、
新
た
な
表

現
獲
得
の
意
欲
を
失
っ
て
は
い
な
い
。
後
鳥
羽
院
歌
壇
に
登
場
し
た
当
初
ほ
ど

積
極
的
に
新
し
い
表
現
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
定
数
歌
に
お
い
て

二
割
程
度
の
歌
に
、
流
行
表
現
・
新
し
い
表
現
等
を
用
い
る
方
法
を
確
立
し
た

か
と
思
わ
れ
る
。

四
、
雑
歌

　
雅
経
の
雑
歌
は
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
・
『
老
若
五
十
首
歌
合
』
に
お
い
て
は
、

覇
旅
歌
が
多
い
と
い
う
特
徴
を
見
せ
て
い
た
。
本
百
首
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
と

大

き
く
異
な
り
、
述
懐
歌
が
多
い
。
は
じ
め
に
七
首
す
べ
て
を
示
す
。
な
お
、

前
述
の

通

り
、
家
集
に
は
「
雑
二
十
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
七
首
し
か
収

め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
七
首
に
お
い
て
、
三
七
四
と
三
七
五
、
三
七
七
と
三

七
八
、
三
七
九
と
三
八
〇
の
そ
れ
ぞ
れ
二
首
ず
つ
が
、
主
題
に
共
通
性
を
も
つ
。

三
七
四

　
そ
む
き
え
ぬ
我
を
や
つ
ね
に
ま
つ
の
か
ぜ
こ
こ
ろ
な
ら
は
す
み
よ

　
し
の
の
お
く

三
七
五
　
は
て
は
さ
て
い
か
な
る
や
ま
に
か
く
れ
な
ん
よ
に
す
む
月
の
ゆ
く

　

す
ゑ
の
そ
ら

三
七
六
　
な
が
む
れ
ば
月
は
む
か
し
の
か
た
み
か
は
あ
ら
ま
し
か
ば
の
人
の

　
お

も
か
げ

三
七
七
　
と
に
か
く
に
お
も
ふ
こ
と
の
み
お
ほ
は
ら
や
せ
れ
ふ
の
た
に
に
身

　

を
や
な
げ
て
ん

三
七
八
　
よ
や
は
う
き
ひ
と
や
は
つ
ら
き
お
ほ
か
た
は
た
だ
わ
れ
か
ら
と
お

　
も
ひ
な
り
ぬ
る

一
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三
七
九
　
む
か
し
ま
で
た
ち
か
へ
る
べ
き
わ
が
身
か
は
み
ち
あ
る
み
よ
は
う

　
れ
し
け
れ
ど
も

三
八
〇

　
こ
と
の
は
を
ち
ら
し
お
く
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
く
ち
ぬ
な
も
あ
ら
ば

　

と
お
も
ふ
ば
か
り
に

　
三
七

四
・
三
七
五
は
、
遁
世
の
志
を
主
題
と
す
る
。
三
七
四
は
、
出
家
を
志

し
な
が
ら
果
た
せ
ず
に
い
る
状
況
を
詠
む
。
三
七
五
も
、
表
面
は
月
を
詠
む
が
、

月
に
託
し
て
最
後
に
は
自
分
は
ど
の
山
に
隠
棲
し
よ
う
か
と
、
我
が
身
の
行
く

末
を
思
い
や
る
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
七
四
で
は
「
そ
む
き
え
ぬ
我
」
と

打
消
し
の
形
で
、
三
七
五
で
は
「
は
て
」
「
ゆ
く
す
ゑ
」
と
将
来
の
こ
と
と
し

て
設
定

さ
れ
て
お
り
、
二
首
と
も
に
遁
世
を
求
め
る
心
は
さ
ほ
ど
切
実
に
は
感

じ
ら
れ
な
い
。

　
三
七
六

は
、
「
世
の
中
に
あ
ら
ま
し
か
ば
と
思
ふ
人
な
き
が
お
ほ
く
も
成
り

に

け
る
か
な
」
（
『
拾
遺
集
』
巻
二
〇
、
哀
傷
、
一
二
九
九
、
藤
原
為
頼
）
を
本

歌

と
し
、
こ
の
世
に
い
て
く
れ
た
ら
と
思
う
人
の
面
影
を
月
が
宿
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
と
い
う
懐
旧
の
情
を
詠
む
。

　
三
七
七
・
三
七
八
は
、
憂
き
世
を
主
題
と
す
る
。
三
七
七
は
、
「
世
中
の
う

き
た
び
ご
と
に
身
を
な
げ
ば
ふ
か
き
谷
こ
そ
あ
さ
く
な
り
な
め
」
（
『
古
今
集
』

巻
一
九
、
雑
体
、
一
〇
六
一
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
を
踏
ま
え
る
。
あ
れ
こ
れ
と

物
思
い

を
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
芹
生
の
谷
に
身
を
投
げ
て
し
ま
お
う
か
、

と
い
う
内
容
で
、
や
や
観
念
的
で
は
あ
る
が
思
い
つ
め
た
心
境
を
詠
む
。
「
せ

れ
ふ
の

た
に
」
は
「
芹
生
の
谷
」
で
あ
ろ
う
が
、
「
芹
生
」
（
表
記
は
「
せ
れ
ふ
」

の

ほ
か
、
「
せ
り
ふ
」
「
せ
れ
う
」
）
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
「
大
原
」
を
冠
し
、

「
芹
生
の
里
」
と
詠
ま
れ
る
。
当
該
歌
以
外
の
唯
一
の
「
芹
生
の
谷
」
の
用
例

は
、
「
お
ぼ
つ
か
な
せ
れ
う
の
た
に
の
ほ
そ
道
に
ふ
み
た
が
へ
で
や
君
か
く
れ

け
ん
」
（
『
閑
谷
集
』
六
九
）
で
あ
る
。
『
閑
谷
集
』
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
解

題

（青
木
賢
豪
氏
）
に
よ
る
と
、
「
作
者
は
未
詳
な
が
ら
、
法
体
の
歌
人
で
、

父

は
京
に
在
り
、
作
者
も
大
原
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
が
、
養
和
、
寿
永
の
頃

に

は
加
賀
、
但
馬
に
お
り
、
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
以
後
は
駿
河
国
「
お
ほ

は
た
」
に
住
ん
だ
ら
し
い
。
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
父
が
病
没
し
た
時
を
含

め
て
何
度
か
上
京
も
し
て
い
る
。
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
一
〇
月
北
条
政
範

の

死
を
悼
む
歌
一
連
、
承
元
元
年
（
一
二
〇
七
）
同
時
政
発
願
の
堂
供
養
に
関

す
る
歌
な
ど
か
ら
北
条
一
族
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
一
方
、
歌
会
歌
ら
し
き

も
の
は
存
す
る
も
の
の
中
央
歌
壇
と
の
接
触
は
確
認
し
得
な
い
。
」
と
の
こ
と

で
、
こ
の
作
者
は
、
嘉
応
二
年
（
＝
七
〇
）
生
ま
れ
の
雅
経
よ
り
若
干
年
長

か

と
思
わ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
雅
経
は
、
文
治
五
年
に
父
頼
経
が
伊
豆

に

配
流

さ
れ
た
後
、
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
鎌
倉
に
下
向
し
、
建
久
八
年
二
月

ま
で
在
住
し
て
い
る
。
『
閑
谷
集
」
の
作
者
が
北
条
氏
と
関
係
を
持
つ
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
雅
経
と
も
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
二
首
の
詠
作
年
次
の
先
後
は
不
明
な
が
ら
、
『
閑
谷
集
』
の
作
者
が

大
原
に
住
ん
だ
経
験
を
持
つ
こ
と
を
考
え
る
と
、
あ
る
い
は
雅
経
が
『
閑
谷
集
』

歌
か
ら
学
ん
だ
か
と
思
わ
れ
る
。

　
三
七
八

は
、
『
紫
明
抄
』
に
見
え
る
「
よ
や
は
う
き
人
や
は
つ
ら
き
あ
ま
の

か

る
も
に
す
む
む
し
の
わ
れ
か
ら
ぞ
う
き
」
（
九
四
〇
）
と
多
く
の
語
句
が
一

致
す
る
。
た
だ
し
、
『
紫
明
抄
』
の
成
立
は
雅
経
没
後
と
考
え
ら
れ
、
当
該
歌

は
『
紫
明
抄
』
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。
現
存
し
な
い
歌
集
所
収
歌
で
も

あ
ろ
う
か
。
当
該
歌
は
、
自
分
が
感
じ
て
い
る
つ
ら
さ
は
、
世
間
の
せ
い
で
も

他
人
の
せ
い
で
も
な
く
、
た
だ
自
身
か
ら
発
し
た
も
の
な
の
だ
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
、
作
者
が
つ
ら
く
思
っ
て
い
る
こ
と
が
何
で
あ
る
の

か

は
旦
ハ
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
普
遍
性
が
あ
り
、
読
む
者
の
心
を

打
つ
要
素
を
持
つ
。
三
七
七
の
よ
う
に
思
い
つ
め
た
果
て
に
た
ど
り
着
い
た
心

境
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（33）
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三
七
九
・
三
八
〇
は
、
三
七
八
ま
で
と
は
一
転
し
て
、
和
歌
に
関
わ
る
も
の

で

あ
る
。
三
七
九
は
あ
る
い
は
、
「
な
し
つ
ぼ
の
む
か
し
の
あ
と
に
た
ち
か
へ

り
わ
か
の
う
ら
わ
に
な
み
の
よ
り
人
」
（
『
千
五
百
番
歌
合
」
雑
一
、
千
四
百
二

十
一
番
右
、
源
家
長
）
を
踏
ま
え
る
か
。
家
長
歌
は
、
『
新
古
今
集
』
撰
集
に

あ
た
り
和
歌
所
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
寿
ぐ
も
の
で
あ
ろ
う
（
注
九
）
。
雅
経

歌

は
、
勅
撰
集
が
編
纂
さ
れ
る
よ
う
な
正
し
い
政
道
が
行
わ
れ
る
御
代
に
逢
っ

た
こ
と
は
嬉
し
い
が
、
家
長
が
言
う
、
梨
壼
の
昔
に
比
肩
さ
れ
る
よ
う
な
力
を

持
つ
自
分
で
は
な
い
、
の
意
。
約
一
年
前
に
撰
者
に
加
え
ら
れ
た
喜
び
を
謙
遜

し
な
が
ら
詠
ん
だ
も
の
で
、
挨
拶
の
性
質
を
も
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま

た
三
八
〇
は
、
自
身
の
和
歌
に
対
す
る
自
負
を
歌
っ
た
も
の
で
、
こ
の
百
首
の

末
尾
に
置
く
に
相
応
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
が
本
百
首
の
雑
歌
で
あ
る
が
、
本
百
首
に
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
述
懐

歌
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
も
検
討
し
た
い
。

三
〇
三
　
は
な
さ
か
で
い
く
よ
の
春
に
あ
ふ
み
な
る
く
ち
木
の
ぞ
ま
の
谷
の

　
む

も
れ
木
　
　
　
　
　
　
（
『
新
勅
撰
集
』
巻
一
九
、
雑
四
、
一
三
〇
七
）

三
四
〇
　
ひ
た
す
ら
に
や
ま
だ
も
る
身
と
な
り
も
せ
じ
い
ま
や
い
な
ば
の
あ

　

き
の
夕
つ
ゆ

三
六
一
　
あ
は
れ
な
り
に
ほ
の
う
き
す
の
う
き
て
の
み
よ
る
べ
し
ら
な
み
あ

　

と
も
と
ど
め
ず

　
三
〇
三
の
、
「
朽
木
の
杣
」
と
「
谷
の
埋
も
れ
木
」
と
い
う
取
り
合
わ
せ
は
、

当
該
歌
の
ほ
か
は
、
「
と
し
ふ
れ
ど
人
も
す
さ
め
ぬ
わ
が
こ
ひ
や
く
ち
き
の
ぞ

ま
の
た
に
の
む
も
れ
ぎ
」
（
『
金
葉
集
」
三
奏
本
、
巻
七
、
恋
上
、
三
九
九
、
藤

原
顕
輔
、
『
金
葉
集
』
二
度
本
で
は
歌
番
号
三
八
三
）
と
、
『
新
勅
撰
集
』
（
巻

二
〇
、
雑
五
、
一
三
四
四
）
に
藤
原
清
輔
の
長
歌
が
あ
る
の
み
で
あ
り
、
当
該

歌

は
顕
輔
歌
を
本
歌
と
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。
花
が
咲
か
な
い
ま
ま
何
度
も
春

を
迎
え
る
朽
木
の
杣
の
谷
の
埋
も
れ
木
に
、
時
に
合
う
こ
と
の
な
い
自
分
を
た

と
え
、
不
遇
を
嘆
く
歌
で
あ
る
。

　
三
四
〇

は
、
現
在
の
自
身
を
「
山
田
守
る
身
」
に
見
立
て
、
こ
の
よ
う
な
境

遇
の

ま
ま
終
わ
る
ま
い
、
と
い
う
決
意
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
山
田
守
る

身
」
に
は
、
世
間
か
ら
の
疎
外
感
が
感
じ
ら
れ
る
。
「
ひ
た
す
ら
」
に
「
引
板
」

を
、
「
稲
葉
」
に
「
往
な
」
を
掛
け
る
。

　
三
六
一
は
、
自
身
を
鳩
鳥
の
浮
巣
の
よ
う
に
寄
る
辺
な
く
、
跡
も
残
さ
ず
漂

う
も
の
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
歌
も
「
浮
き
て
」
に
「
憂
き
」
を
、
「
白
波
」

に

「
知
ら
」
を
掛
け
て
い
る
。

　

こ
の
三
首
は
、
谷
・
山
田
・
水
辺
と
異
な
る
場
を
設
定
し
、
ま
た
季
節
を
春
・

秋
・
冬
と
し
て
変
化
を
つ
け
な
が
ら
、
不
遇
な
我
が
身
・
不
安
定
な
自
身
を
歌
っ

た
作
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
薔
屈
し
た
思
い
を
詠
む
歌
が
、
三
〇
〇
・
三
三
三
・
三

三

四
・
三
四
二
・
三
五
〇
・
三
五
一
・
三
六
二
に
見
ら
れ
る
。
調
査
済
み
の
三

作
で

は
、
『
正
治
後
度
百
首
』
に
は
、
歌
題
に
よ
る
制
約
は
あ
ろ
う
が
、
述
懐

歌
は

ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
に
も
な
く
、
『
老
若
五
十
首
歌

合
』
に
三
首
ほ
ど
見
ら
れ
る
。
本
百
首
の
雑
歌
が
二
〇
首
中
七
首
し
か
現
存
し

な
い
た
め
、
断
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
述
懐
歌
が
多
い
こ
と
は
本
百
首
の
特

徴
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
雅
経
の
実
人
生
の
反
映
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、

そ

の

点
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
先
述
の

よ
う
に
、
雅
経
は
父
頼
経
の
配
流
の
後
鎌
倉
に
住
む
よ
う
に
な
り
、

建
久
八
年
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
命
に
よ
り
上
京
し
、
以
後
京
都
に
住
む
。
『
公

卿
補
任
』
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
、
本
百
首
が
詠
作
さ
れ
た
建
仁
二
年
ま
で
の
閲

歴

を
瞥
見
す
る
と
、
建
久
八
年
一
二
月
侍
従
に
任
じ
ら
れ
、
翌
九
年
正
月
五
日

従
五
位
上
、
建
仁
元
年
正
月
二
九
日
右
少
将
、
同
二
年
正
五
位
下
、
と
な
っ
て

一
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い

る
。
京
都
に
移
り
住
ん
で
か
ら
五
年
余
と
い
う
短
い
年
月
し
か
経
過
し
て
い

な
い
中
で
、
前
年
に
右
少
将
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
不
遇
意
識
を
持
つ
境

遇
に

は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
歌
壇
活
動
の
面
で
は
、
正

治
二
年
以
降
後
鳥
羽
院
主
催
の
多
く
の
歌
会
・
歌
合
に
出
詠
す
る
よ
う
に
な
り
、

『
正
治
後
度
百
首
』
・
『
千
五
百
番
歌
合
』
等
の
作
者
に
加
え
ら
れ
、
本
百
首
詠

作
前
年
の
建
仁
元
年
に
は
『
新
古
今
集
』
の
撰
者
の
一
人
に
加
え
ら
れ
る
に
至
っ

て
い

る
。
不
遇
ど
こ
ろ
か
順
風
満
帆
と
さ
え
見
え
る
状
況
で
あ
る
。
和
歌
の
内

容
に
お
い
て
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
観
念
的
な
作
が
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、

真
に
自
身
の
不
遇
を
訴
え
て
い
る
訳
で
は
な
か
ろ
う
。
百
首
歌
に
は
自
身
の
沈

倫
述
懐
を
訴
嘆
す
る
と
い
う
性
格
が
あ
る
が
、
雅
経
の
本
百
首
以
前
の
百
首
歌

に

は
そ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
作
は
な
い
。
雅
経
は
本
百
首
に
お
い
て
、
今
ま

で
に

は
な
い
要
素
で
詠
作
す
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

　
以
上
、
『
百
首
和
歌
　
建
仁
二
年
八
月
廿
五
日
」
に
つ
い
て
、
（
一
）
本
歌
取
詠
、

（
二
）
歌
枕
詠
、
（
三
）
流
行
表
現
・
新
し
い
表
現
、
（
四
）
雑
歌
、
の
四
点
か

ら
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
た
。

　
本
歌
取
詠
・
歌
枕
詠
と
も
に
多
く
、
ま
た
、
本
歌
取
詠
は
秋
歌
に
多
く
、
歌

枕
詠

は
春
歌
に
多
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
、
二
者
を
対
応
さ
せ
よ
う
と
の
意

識
を
持
っ
て
い
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
百
首
歌
全
体

の

構
成
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
構
成
に
対
す
る
意
識
は
、

現
存
す
る
雑
歌
が
二
首
ず
つ
対
に
な
っ
て
い
る
点
、
四
季
部
に
お
け
る
述
懐
歌

三
首
が
異

な
っ
た
季
節
・
場
の
歌
で
あ
る
点
、
に
も
見
ら
れ
よ
う
。
雅
経
の
本

歌
取
詠
に
は
本
歌
を
取
り
す
ぎ
て
い
る
作
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
が
、
本

百
首
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
歌
は
比
較
的
少
な
く
、
む
し
ろ
主
題
を
大
き
く

転
じ
る
な
ど
し
て
成
功
し
て
い
る
作
の
方
が
多
い
。

　
雅
経
は
、
豊
富
な
旅
の
体
験
を
生
か
し
た
鶉
旅
歌
に
独
自
性
を
示
し
て
い
る

が
、
本
百
首
に
お
け
る
歌
枕
詠
に
は
、
実
体
験
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

作

は
な
い
。
伝
統
的
な
詠
み
ぶ
り
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
そ
の
中
に
も
新
た
な

要
素

を
加
え
た
作
が
多
く
、
自
身
の
作
歌
領
域
の
拡
大
を
図
る
意
識
が
あ
っ
た

の

で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
述
懐
歌
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
以
前
の
雅
経
の
定
数
歌
に
は
な
い

特
徴
で
あ
り
、
新
し
い
試
み
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

末
尾
の
二
首
は
和
歌
を
題
材
と
し
た
作
で
あ
り
、
特
に
三
七
九
は
『
新
古
今
集
』

の

撰
者
に
加
え
ら
れ
た
喜
び
を
謙
遜
を
交
え
て
表
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
百
首
以
前
の
定
数
歌
同
様
、
流
行
表
現
・
新
し
い
表
現
等
も
少
な
か
ら
ず

存
す
る
。
新
た
な
表
現
の
獲
得
に
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
に
登
場
し
た
当
初
ほ
ど
の

強
い
意
欲
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
定
数
歌
に
お
い
て

流
行
表
現
・
新
し
い
表
現
等
を
用
い
る
方
法
を
確
立
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　
雅
経
の
、
現
在
知
ら
れ
る
最
も
詠
作
年
次
の
早
い
作
は
「
鳥
羽
百
首
」
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
一
般
に
私
的
な
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
注
十
）
。
し
か
し
久

保

田
淳
氏
は
コ
応
非
公
的
な
形
を
採
り
な
が
ら
も
」
「
結
局
は
後
鳥
羽
院
の

叡
覧
に

供

さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
」
（
注
十
一
）
と
考
察
し
て

お
ら
れ
る
。
本
百
首
も
あ
る
い
は
似
た
性
質
を
も
つ
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
三
七
九
は
後
鳥
羽
院
に
向
け
て
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ

る
。
ま
た
、
歌
枕
詠
・
雑
歌
か
ら
は
、
自
身
の
作
歌
領
域
を
拡
大
し
よ
う
と

の

意
欲
が
読
み

と
れ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
よ
う
な
意
欲
を
掻
き
立
て
て
い
る

の

は
、
や
は
り
後
鳥
羽
院
の
評
価
に
対
す
る
意
識
で
は
な
か
っ
た
か
。
本
百
首

は
、
雅
経
の
作
歌
の
力
量
の
現
状
を
、
後
鳥
羽
院
に
報
告
す
る
意
図
を
も
つ
作

品
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
す
る
の
で
あ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

（35）
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一二七六五四三 注
①
「
『
明
日
香
井
集
』
「
東
国
下
向
歌
群
」
（
仮
称
）
考
」
（
大
野
順
一
先

生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
日
本
文
芸
思
潮
史
論
叢
』
ぺ
り
か
ん

社
、
二
〇
〇
一
年
）
、
②
「
飛
鳥
井
雅
経
の
『
源
氏
物
語
』
受
容
」

（『
十
文
字
国
文
』
第
九
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
、
③
「
飛
鳥
井
雅
経

の

『
正
治
後
度
百
首
』
詠
」
（
『
日
本
文
学
』
〔
日
本
文
学
協
会
〕
二
〇

〇
四
年
一
月
号
）
、
④
「
飛
鳥
井
雅
経
の
『
千
五
百
番
歌
合
』
詠
」
（
『
十

文
字
学
園
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
」
第
三
四
集
、
二
〇
〇
三
年
度
）
、

⑤

「
飛
鳥
井
雅
経
の
『
老
若
五
十
首
歌
合
」
詠
」
（
『
十
文
字
国
文
』
第

十
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
。

田
村
柳
壱
氏
『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
八
年
、

二
三
〇
ペ
ー
ジ
、
渋
谷
康
雄
氏
「
正
治
元
年
九
月
四
日
藤
原
雅
経
の

『
詠
五
十
首

和
歌
』
に
つ
い
て
1
本
歌
取
り
技
法
と
そ
の
表
現
1
」

（『
愛
知
大
学
国
文
学
』
第
二
六
号
、
一
九
八
六
年
一
一
月
）
、
注
一
の

拙
稿
③
・
④
。

引
用
の
和
歌
本
文
及
び
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
」
に
よ
る
。

注
一
の
②
。

注
一
の
②
。

注
一
の
①
。

注
一
の
③
・
④
・
⑤
。

八九十

十
一

『
式
子
内
親
王
集
全
釈
』
（
奥
野
陽
子
氏
、
風
間
童
旦
房
、
二
〇
〇
一
年
、

四
五
八
ペ
ー
ジ
）
参
照
。

た
だ
し
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
各
歌
人
の
詠
進
時
期
は
建
仁
元
年
六

月
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
有
吉
保
氏
『
千
五
百
番
歌
合
の
校
本
と
そ
の

研
究
』
〔
風
間
圭
旦
房
、
一
九
六
八
年
〕
な
ど
）
が
、
和
歌
所
が
設
置
さ

れ

た
の
は
同
年
七
月
二
七
日
で
あ
る
。
家
長
の
詠
進
が
少
し
遅
れ
た
か
、

正
式
な
発
表
が
な
く
と
も
和
歌
所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
既
に
あ
る
程

度
知
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
。

『
新
古
今
和
歌
集
の
基
盤
と
構
成
』
（
有
吉
保
氏
、
三
省
堂
、
一
九
六
八

年
、
八
七
ペ
ー
ジ
）
、
『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
』
（
田
村
柳
壱
氏
、
笠

間
書
院
、
一
九
九
八
年
、
二
二
六
ペ
ー
ジ
）
な
ど
。

『
藤
原
定
家
と
そ
の
時
代
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
一
四
ニ
ペ
ー

ジ
）
。

一
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